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【新エネルギー】 

 

廃棄物のエネルギー利用 

                                               松村 眞 

（化学工学会 SCE・Net） 

 

１．講義の目標 

 エネルギー回収に適した廃棄物の種類と量を明確にし、廃棄物焼却発電の拡大と、発電効率の

改善に必要な技術を理解してもらう。廃棄物発電の拡大策については、社会システムの変革も含

めた施策を理解してもらう。 

 

２．講義の概要 

 

１） 廃棄物の種類と発生量 

廃棄物の定義と分類を明確にし、法定廃棄物と法定外廃棄物の違いを説明する。一般廃棄物

については、１人 1 日あたりの排出量、家庭系と事業系の割合、カロリーの変遷と現状、処理と最

終処分のマテリアルフローを示す。マテリアルフローには資源化対象廃棄物も含める。主に製造

業、建設業、畜産業から排出される産業廃棄物については、種類別の排出量、排出業種、組成

の特徴を示す。産業廃棄物の中間処理と最終処分については、マテリアルフローを示して特性を

解説する。 

 

２） 棄物からのエネルギー回収 

可燃性一般廃棄物の約 4700 万トンと、可燃性産業廃棄物の約 1100 万トンがエネルギー回収

の対象。次に清掃工場の焼却とエネルギー回収工程を説明。代表的な蒸気系統図を使って発電

と熱回収のプロセスを解説する。 

 

３） 清掃工場の種類とエネルギーの利用 

種類別の清掃工場設置数、処理規

模、総処理能力への種類別寄与率、エ

ネルギー利用工場数、エネルギー利

用形態の解説。エネルギー利用形態

には、施設内熱利用、施設内電力利

用、近隣施設熱利用、地域熱供給、焼

却発電外販、および、これらの組み合

わせがある。 

１．一般廃棄物 ： 4,700 万トン／年

 

 

廃棄物のエネルギー利用          
カロリー： 2000ｋcal/kg ～2500ｋcal/kg 

内容 ：紙、プラ、厨芥、植物

２．産業廃棄物 ： 550 万トン／年(廃プラ)

590 万トン／年(木くず) 

３．法定外廃棄物 ： 自家処理廃棄物

有償引き取り（売却）廃棄物

（例）：タイヤ、廃油（油分多）、廃プラ

民間リサイクル紙、農業廃棄物
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４） ごみ焼却排熱の地域熱供給 

地域熱供給の基本形態を種類別に説明する。基本形態は海外に多い熱電併給型、日本の都

市部に多い都市施設集中熱供給型、住宅地区が対象の住宅地域熱供給型、工業団地を対象と

する工業団地型がある。ごみ焼却熱供給は住宅地域熱供給型である。次に、地域熱供給に必要

な基幹設備の構成と機能を説明し、国内の採用事例を解説する。国内の熱供給事例は数ヶ所で、

海外に比べて多くはない。 

 

５） 掃工場のごみ焼却発電 

一般廃棄物に採用される 3 種類の焼却発電形式について、フローシート、設備構成、および機

能的な特長を説明する。もっとも多いのは自己完結型で、約 200 の清掃工場が採用している。蒸

気過熱管の腐食を防ぎ、エネルギー効率を高める観点から、天然ガスのガスタービン発電を付設

し、腐食性のない排熱で蒸気を過熱するスーパー・ごみ発電と呼ばれる工場が数ヶ所ある。発電

効率は 25％以上と、自己完結型の平均 8％よりかなり高い。この他に、ごみを乾燥してペレット状

に裁断成形し、固形燃料に加工してから専用の設備で焼却発電する方式もある。 

 

６） ごみ焼却発電の規模 

日本のごみ焼却発電出力と発

電量を説明し、次に海外主要国の

ごみ焼却発電施設数、および発電

出力を示す。欧米のごみ焼却発電

と比べて、日本の清掃工場は発電

効率が低いが、処理規模やごみ

の水分、清掃工場の設置目的の

違いから、その理由を解説する。 

 

７） ごみ焼却発電の効率 

排熱で回収した蒸気の温度、圧力、冷却方式、冷却温度、膨張圧力が、ごみ焼却発電にどのよ

うな影響を与えるか解説する。とくに過熱蒸気の温度と圧力、および冷却温度によって発電効率

が大きく異なるから、日本の場合に発電効率が欧米より低い理由を解説する 

 

８） ごみ焼却発電拡大策 

物理的には水分の低下、産業廃棄物との混焼、冷却方式などの改善が望まれるが、運営方法

の改善も有効であることを示す。発電量拡大に必要な設備資金調達方法も提案。 

 

① 厨芥ごみのディスポーザー処理による焼却ごみのカロリー向上。 

② 産業廃棄物（木くず、紙くずなど）混焼によるカロー向上。 

③ 蒸気の高温高圧化： 
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④ 耐食性の強い過熱器伝熱管を開発し普及させる。最近の伝熱管配は40ata、400℃までは

耐えられるが、さらに高温高圧を目指す。450℃目標。 

⑤ 復水器の低圧化： 

既存の清掃工場は空冷復水器による常圧復水が多いが、冷水塔と水冷復水器の利用で

凝縮温度を下げ、真空度を高めて発電出力を増大する。 

⑥ 排ガスの温度低下： 

ボイラーの熱回収には、空気予熱器とエコノマイザーが使われている。焼却炉にも類似の

設備を設置し排ガス温度を下げる。 

⑦ 白煙対策の低減： 

清掃工場は煙突の水蒸気を見えなくするために、灯油やボイラーで発生させた水蒸気で

再加熱している。視覚的な対策に過ぎないので止める。 

 

 

 

 

ごみ焼却発電の出力と発電量 

（出展：ＮＥＤＯホームページ：出力単位は万ｋＷ） 
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